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① ②

事業開始
前

数値目標

単位 指標値（a） R2.3末 実績値(b) 事業の評価（案） 外部有識者からの意見（案）

指標① 鹿児島港における国際クルーズ船乗客による消費額 万円 204,600 675,400 587,400

指標②
マリンポートかごしまクルーズターミナル（仮称）の使用
料収入

千円 0 30,917 1,037

指標③ 鹿児島港に寄港する国際クルーズ船乗客数 万人 9.3 30.7 26.7

指標① 切り花類産出増加額 千円 0 283,800 -900,508

指標② 花きの新技術の開発件数 件 1 5 3

指標③ 花きの育成品種の栽培農家数 戸 46 86 74

指標① 大隅地域延べ宿泊者数 人 493,000 538,000

調査中
（R2.11月頃）
H30年度実績
362,292人

指標② 大隅地域合宿受入人数 人 47,000 56,000

調査中
（R2.9月頃）
H30年度実績
43,060人

指標③ 自転車競技場利用人数 人 1,800 2,000
1430

(R1.8末～)

指標① 茶の輸出による販売増加額 千円 220,000 100,000 118,000

指標② 茶の高付加価値化につながる有機栽培茶園面積の増加 ha 415 50 135

指標③
当該施設による低コスト・高品質，高付加価値化につ
ながる先進的な技術開発件数

件 1 0 3

2,176,578,000 1,057,779,297

774,123,000 374,613,837

R2.8月に施設整備を完了し，新技
術開発等試験研究に取り組んでい
る。
　「茶のロボット中切機の開発」等の
成果が得られ，普及を図っている。

4 農政部
経営技術
課

お茶の近未来技術研究開発・
実証拠点施設整備プロジェク
ト

農業開発総合センターにおいて，ＡＩ
による防霜やかん水などほ場管理の
自動制御技術や，茶の摘採機の無
人走行技術など，スマート農業の確
立に向けた省力・低コスト生産につな
がる近未来技術を導入するための研
究・開発を行うとともに，新たなマー
ケットとなる海外への輸出を視野に，
相手国の厳しい残留農薬基準等をク
リアできる有機栽培技術や，海外で
消費が伸びている抹茶の生産技術
の確立等，先進的な研究・開発に向
けた取組を進める。

④

事業実施課による評価

約2年半の利用休止期間を経て，地
元をはじめ競技団体等の関係者が
待望した新施設がR1.8月末に供用
開始した。供用開始後は順調に利
用者を伸ばしたが，新型コロナウイ
ルスの影響によりR2.3月以降はや
や減少してきている。

外部有識者からの評価

⑤

クルーズターミナルの整備により，
入国等の手続きの迅速化が図ら
れ，観光地等により長く滞在しても
らえることや，クルーズ船の誘致に
はずみがつき，３年連続でクルーズ
船が100回以上寄港するなど，多く
のクルーズ船が寄港している。（令
和元年106回：全国８位）
　また，クルーズ船の効果が県内各
地に波及するよう，乗船客に対する
観光案内や鹿児島の誇る食，県産
品などをＰＲする情報発信スペース
としても活用している。
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事業概要

③本事業における重要業績評価指標（KPI）

R2.3時点にお
ける実績値総事業費

（単位：円）

交付金額
（単位：円）
【補助率1/2】

地方創生交付金（拠点整備交付金）（平成２９年度事業及び平成３０年度事業）に係る事業実施結果報告

（各交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

国体・全
国障害者
スポーツ
大会局
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1
「鹿児島と世界をつなぐ」国際
クルーズ受入観光拠点施設整
備による地域活性化計画

H30.3月に施設整備を完了し，H30.4
月から供用を開始，新技術開発等
試験研究に取り組んでいる。
 　「キクの電照栽培における効果的
な電照の長さおよび時間帯」，「キク
の発雷後の電照による開花遅延効
果」の研究成果が得られ，普及を
図っている。
指標①
・農家戸数，栽培面積の減少に伴う生
産量の減少により産出額が減少。
・単収が維持され，単価が向上してい
ることから，新技術開発の一定の効果
はあると考えられる。
指標②
・ユリの新技術２課題については，次年
度まで継続して試験することとなったた
め，実績はキクの３課題となった。
・ユリの新技術２課題については，次年
度の研究成果としての技術開発が見
込まれる。
指標③
・農家戸数，栽培面積が減少する中
で，目標には及んでいないが，県育成
品種の栽培農家は着実に増加してい
る。
・開発した新技術の普及と併せて，新
品種の導入農家の拡大が見込まれ
る。

マリンポートかごしまに海外観光客
が買い物できる物販スペースや県民
と観光客が交流できる交流スペー
ス，ＣＩＱ機能を有する観光拠点施設
（クルーズターミナル）を整備するとと
もに，北ふ頭へ国際クルーズ船が寄
港できるよう整備を行う。
これにより，国際クルーズ船の誘致
の強化が図られ，雇用創出や交流人
口の拡大が図られる。

農業開発総合センターの花き研究部
門を，吹上・金峰地区に移転・集約
し，新たなニーズに対応した新品種
の育成や，現場の課題を解決するた
めの新技術開発などに取り組む。
これにより，競争力の強いかごしまブ
ランドの産地を育成し，花き生産の
担い手確保や雇用の創出を図る。

合計

775,000,000 384,608,500

408,575,000 189,116,960

218,880,000 109,440,000

南大隅町にある自転車競技場を九
州本土で初めての走路周長333.33m
トラック（日本自転車競技連盟推奨）
に整備することにより，日本自転車
競技連盟が主催する大会の誘致
や，地の利を生かして地元の強豪
チームと連携した合宿の呼び込みを
行う。また，現在整備を進めている大
隅陸上競技トレーニング拠点施設を
はじめとする県有施設や地元市町の
体育施設と連携して，合宿者等の幅
広いニーズに対応し，地域外からの
「ひと」の流れをつくり，交流人口の
拡大による地域活性化を図る。

花き新品種・新技術開発によ
るかごしまブランド産地育成計
画
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土木部

スポーツ合宿を通じた交流促
進等による地域活性化計画

港湾空港
課

経営技術
課

施設調整
課

農政部


